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1 9 6 3年に開設されたバンコク連絡事務所や1 9 7 0年に開設されたジャカル
タ連絡事務所等の運営を通じて東南アジアにネットワークを広げ、1 9 7 5年か
らの外国人研究員制度、1 9 8 3年からの現地語図書購入事業等により研究環境
を整備してきました。また、1 9 9 8年の京都大学大学院アジア・アフリカ地域
研究研究科設立に協力し、2 0 0 4年の地域研究コンソーシアム設立を主導し、


















22007年度に作成した自己点検・評価報告書において、私たちは、1 9 9 6年から




















































G e t - t o g e t h e rに集う所員と外国人研究者〈2 0 0 8年秋〉。所
員と外国人研究者の交流のため、月に一度昼休みにG e t -
t o g e t h e rが開催されている
2 0 0 7年７月2 9日、京都大学東南アジア研究所ジャカルタ連絡事務所においてインドネシ
ア京都大学同窓会が発足した。本同窓会のインドネシア語名称は Himpunan Alumni
Kyoto Universityであり、通称はその頭文字をとってH A K Uとなった。尾池和夫京大総長
（当時）夫妻を囲んで設立準備委員らが記念撮影（写真は京大ホームページから転載）












in Southeast Asia”を2 0 0 8年度に開設した。
東南アジア研究における新たな展開を、学外や現地の関連研究者、実務家、一般市民をも巻き
込んだものとするための準備を、私たちは今、着々と
























稲盛財団理事長や松本紘京都大学総長らがテープカットを行った〈2 0 0 8年1 0月3 1日〉
2 0 0 7年、若手研究者の登竜門ともいえる「井植記念・アジ
ア太平洋研究賞」を東南アジア研究所の若手研究者３名（写
真右から３名）が独占した〈2 0 0 7年1 0月1 2日の表彰式にて〉
京都大学東南アジアフォーラムの開催実績と予定
回数 テーマ 開催年月 場所
第１回 “ In Search of New  Paradigm  on Sustainable Humanosp here" 2 0 0 7年1 1月 ジャカルタ市
第２回 "Technical Innovation for Sustainable Soc ieties" 2 0 0 8年1月 バンコク市
第３回 "Global C risis in Food and  Energy" 2 0 0 9年1月 バンコク市



























































h t t p : / / w w w . h u m a n o s p h e r e . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p /
第１回国際シンポジウムで、h u m a n o s p h e r eの概念を論じるクリスチャ










































































































































































































































































































































る〈2 0 0 7年7月〉
中国とミャンマー国境を行き交う民間船。中国と大陸
部東南アジアを分ける陸の国境はとてつもなく長く、
そのガバナンスは極めて困難である〈2 0 0 7年7月〉
2 0 05―  8年度　　　　　　　　　　 海外学術調査

































































































































２点ともに出典は、Tirthankar Roy, Traditional Industry in the Economy of
Colonial India (Cambridge University Press, Cambridge, 1999) より著者の許
可を得て転載。原典は、Somerset Plane, The Bombay Presidency, the Unit-
ed Provinces, Punjab, etc.: Their History, People, Commerce and Natural
R e s o u r c e s(London, 1917-20).
左・パンジャーブ州の絨毯工場
の若年徒弟工。1 9 1 5年頃。カシ
ミールから移民してきたショール
工が設立。1 8 8 0年頃に製品をシ
ョールから絨毯に転換した
下・連合州のなめし皮の町工場。
1 9 1 5年頃。皮を後方に見える売
り場に運んでいるところ。アメリ




































2 0 0 8年７月の東ジャワ州知事選のキャンペーン。この女性州知事候補は、有力
なイスラーム社会組織の女性リーダーである。しかし、選挙に当たっては暴力団
が作り上げた政党の支援を受けて立候補するという奇妙な政治が展開している









































































h t t p : / / n y . s a l t i o u s . n e t / f o r d / f o r d . h t m l
Report of the Study for the


















































































2 0 07―  8年度
















1 8 5 2年にシャムが北京に派遣した朝貢使節は、帰路
太平天国の残党とみられる暴徒に襲われ、1 8 5 4年に這
這の体で帰国した。以来約1世紀の間、シャムは中国と
正式な外交関係を結ばなかった。他方シャムは1 8 5 5年

























2 0 07－0 9年度
は急激に変化しコミュニティ機能が失われつつある。本



















2 0 0 8－10年度
14
同研究を立ち上げ、下記の四つの編著本を出版した。
2 0 0 5年度には新たに企業家精神、家族をテーマに
した共同研究、2 0 0 6年度にはアジア国際経済秩序を
テーマにした共同研究を立ち上げて精力的にワークシ





Shiraishi, Takashi and Patricio Abinales (eds.) 2005.  
After the Crisis: Hegemony, Technocracy and Govenance in 
Southeast Asia.  
Kyoto University Press and Trans Pacific Press.
Kyoto Area Studies on Asia Vol.11, Kyoto and Melbourne :
Abe, Shigeyuki and Bhanupong Nidhipraba (eds.) 2008.  
East Asian Economies and New Regionalism. 
Kyoto Area Studies on Asia Vol. 16. Kyoto University
Press and Trans Pacific Press.
Shiraishi, Takashi and Pasuk Phongpaichit (eds.) 2008.
The Rise of Middle Classes in Southeast Asia.  
Kyoto Area Studies on Asia Vol. 17. Kyoto University P r e s s
and Trans Pacific Press.
Ishikawa, Noboru (ed.) 2008.  
Flows and Movements in Southeast Asia: New Approaches
to Transnationalism.  
Kyoto and Singapore: Kyoto University Press and Nation-
al University of Singapore Press. 
日本学術振興会の拠点大学方式による日本・タイ
学術交流事業は、1 9 8 6年に京都大学とタマサート大






















究関心に基づき、2 0 0 4年度までに、ヘゲモニー、テ
クノクラシー、経済的地域統合、東アジア共同体、中
産階級、社会的流動といったテーマをもとに六つの共







As ian C lo thes: Thailand  and
Southeast Asia in Com parative
P e r s p e c t i v e“ （アジアにおける
ポピュリズム──タイ、東南




2 0 0 7年1 2月6 - 7日にバンコクで開かれた、拠点大学交流事業とグローバル





















2 0 0 4年4月、地域研究コンソーシアム（Japan Con-

















このような地道な努力が評価され、J C A Sは、計8 2
組織（2 0 0 8年度）が加盟する全国的な協議体に成長
した。また、2 0 0 6年４月に学内に設置された地域研
究統合情報センターが、地域研究企画交流センターか
ら引き継いで、J C A S事務局を担っている。本研究所






学を拠点機関として、2 0 0 6
年度から4年間の予定で発足したサステイナビリティ

























2 0 0 7年度からは、修士課程対象のK S Iサステイナ
研究活動
地域研究コンソーシアム（JCAS） http://www.jcas.jp/ 1














































た〈2 0 0 8年４月2 8日〉











〈2 0 0 8年5月1 4日〉
生存基盤科学研究ユニット（ISS） http://iss.iae.kyoto-u.ac.jp/iss/jp/index.html3
ビリティ学コースに講義を提供している。2 0 0 8年度
は同コースの一部を遠隔講義としてインドネシア、ベ















開催日 テーマ 主催機関・共催機関 開催地
2 008/10/11 Sulawesi Area Studies in 50 Years: ハサヌディン大学
In Search of Its Identity and Local Systems 東南アジア研究所 マカッサル
グローバルCOE プログラム
ITPプログラム
2008/9/16～17 Islam for Social Justice and Sustainability: アジア太平洋地域研究所（台湾）
New Perspectives on Islamism and Pluralism in Indonesia 東南アジア研究所 京都
グローバルCOE プログラム
2008/7/4～5 Chinese Identities and Inter-Ethnic Coexistence 東南アジア研究所 京都
and Cooperation in Southeast Asia オランダ戦争資料館
2008/3/12～14 In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa: グローバルCOE プログラム 京都
The First International Workshop
2008/1/26 第２回京都大学東南アジアフォーラム 京都大学 バンコク
"Technical Innovation for Sustainable Societies" タイ京都大学同窓会
泰日鉱業大学
2007/11/26～27 第1回京都大学－LIPI 東南アジアフォーラム 京都大学
"In Search of New Paradigm on Sustainable Humanosphere" グローバルCOE プログラム ジャカルタ
インドネシア科学院（LIPI）
インドネシア京都大学同窓会
2007/9/19～20 East Asian Perspectives on Southeast Asia: アジア太平洋地域研究所(台湾） 台北
Taiwan and Japan in Focus 東南アジア研究所
2007/3/21 Kyoto Philippine Forum  "The May Elections 東南アジア研究所 京都
and Peace Prospects in Moro Mindanao" フィリピン人学生京都連合（KAPS)
2007/3/14 Building East Asian Networks on 東南アジア研究所 京都
Southeast Asian Studies
2006/11/23～25 第８回京都大学国際シンポジウム エネルギー理工学研究所
"Towards Harmonious Coexistence within Human 農学研究科










国際ワークショップ "Building East Asian Networks on Southeast


































2 0 0 8年9月2 4日 Alc o ho l, Expressio n  of the Div ine Ang  C ho ulean（外国人研究員）
2 0 0 8年7月7日 Reg io nal In teg rat ion  the East Asian  W ay: So m e Prelim ina ry C onsid erat ions Pau l C lo se （招へい外国人学者）
2 0 0 8年6月2 6日 B et w een Frontiers: N at ion  and  Id ent ity  in  a So utheast  Asian  B orderland 石川 登（C S E A S）
2 0 0 8年5月2 6日 Area Stud ies in  a G lo bal Ag e: A  Persp ective from  So utheast  Asia G o h Beng Lan （招へい外国人学者）
2 0 0 8年4月2 4日 Vietnam ese  Guns and  C hina, c .1550s-1680s Sun Laichen（外国人研究員）
2 0 0 8年3月2 7日 Political Passio ns: Pan-Asian ism  as N etw ork and  its  Leg ac y Caro line S. H au（C S E A S）
2 0 0 8年2月2 8日 C inem a and  Sexuality  in  the Pos t-M arc os Po st- B ro cka Phil ipp ines Ro lando  To lent ino（外国人研究員）
開催日 テーマ 発表者
2 0 0 8年1 0月1 0日
To w ard s an East  Asian  Co m m unity Pau l C lo se（招へい外国人学者）（w ith  thanks to Charles Darw in  and  K arl M arx）
2 0 0 8年7月1 7日 Related  B eing s: Rice and  Hum ans Ang Cho ulean （外国人研究員）
2 0 0 8年7月1 0日 The Gram een Bank  and  the Bank Rakayat  Ind o nesia: Sharing  of Experienc es b etw een the Tw o M icrofinanc e Giants Tazu l Is lam（外国人研究員）
2 0 0 8年6月1 8日 Land Us e C hange in  N o rth- Central M ontane Vietnam : U sing Lands at TM  C hrono seq uences to  C lassify and  Characterized  Land  Use Chang e Step hen J. Leisz （外国人研究員）
2 0 0 8年3月3日 Ind onesia's  Ec o nom ic  Develop m ent During and  After the So eharto  Era:Ach ievem ents and  Failing s Thee Kian W ie （L I P I上級研究員）
2 0 0 8年１月2 3日 Financ ing  Devo tio n : Ec ono m ic H ist ories of t he Southeast Asian P ilgrim age  to  M ecc a Eric  Tag liaco zzo（外国人研究員）
2 0 0 8年1月1 7日 Ind onesian  C o nstit ut io n Saty a Arinanto（インドネシア大学教授、日本研究センター副所長）
コロキアム以外にも本研究所の外国人研究者や
折々に訪問される研究者の方々にもセミナーでプレ








































































































































カロライン S.      ハウ






































































































































































役割は大きい。疾病治療（C u r e）に高度先進医療を求め



















中国青海省高原の遊牧地。標高4 , 0 0 0メートルを超える夏の遊牧地にも、





系と開発――持続的発展の可能性」（2 0 0 5- 0 8）
●世界を対象としたニーズ対応型地域研究推進事業「南アジア縁辺
地域の開発と環境保全のための当事者参加による社会的ソフトウ
ェア研究」（2 0 0 7- 0 9）
●生存基盤科学研究ユニットの滋賀サイト型研究「在地と都市がつ
くる循環型社会再生のための実践型地域研究」（2 0 0 8- 1 1）及び、
萌芽研究「バングラデシュと京滋地方の生存基盤（自然・健康・
社会）と減災・開発への在地の知恵の体系に関する相互啓発実践
型地域研究」（2 0 0 8- 0 9）
●トヨタ財団助成プログラム「農村文化・歴史を重視するアジア農
村発展モデルの提唱――アジアの開発途上国と日本の実践的ネッ
トワーク構築による農村文化再創造活動」（2 0 0 8- 1 0）
● 総合地球環境学研究所研究プロジェクト「人の生老病死と高所環
境――『高地文明』における医学生理・生態・文化的適応」（2 0 0 7--）








〈2 0 0 8年1 1月Ｄ村 安藤撮影〉
24













































連している〈ミャンマー・マウビンにて、2 0 0 4年1 1月撮影〉
第2章 所員の研究関心
上空から見たため池灌漑地域。イネなどの要水量の高い作物は、ため池

































































『境界の社会史――国家が所有を宣言するとき』（2 0 0 8）
とBetween Frontiers: Nation and Identity in a Southeast
Asian Borderland ( f o r t h c o m i n g ) では、ボルネオのマレ
ーシア/インドネシア国境における国家空間の変容を考




グローバリズムと国家の関係を考察した D i s l o c a t i n g





































ダヤックやインドネシア人労働者によって丸太の測定が行われる〈2 0 0 0
年９月1 3日石川撮影〉
第2章所員の研究関心
1 9 9 5年にユネスコの世界遺産に登録されたハパオ村で棚田を見ながら
ギターの練習をする若者。もう1人の若者は携帯電話を持っている。右





































カンボジアでは、1 9 9 8

































































































































































2 0 0 8年末までにフィリピン教育機関におけるフラタ









な調査を進めている。2 0 0 9年中旬までにはこの調査を
完了する予定である。
パトリシオ N. アビナーレス






















２.1 9 0 1年の皆既日食で2 0世紀を迎えたスマトラ島の
小さな村、コトダラムは、村落連合体の成員として政治




















最近では、H I V / A I D S問題、とりわけ地域社会におけ
る感染者と非感染者との共存に関わる問題について、エ
チオピアの事例をもとに考えようとしている。現在の
















































ている。現在のところ、主に国際衛生会議（I n t e r n a-







る研究である。具体的には、半乾燥性熱帯（S e m i - A r i d















































































の試みを行い、2 0 0 5年度からは基盤研究（Ｓ)「地域情



























































































を D E Mで表現したもの。南北に延びる標高の高い（赤い）部分
































































































































































































琵琶湖でのエリ漁の風景〈2 0 0 7年６月の早朝〉。エリ漁の網を手繰り寄
せる漁師。この日、一つのエリに集まった魚は約1 0 0 k g。そのうち
9 0 k gは外来魚






































































































































































盛 四年（1 6 5 6）の紀年を持つ銅板嘱書。この嘱書を残した武氏からは

























































を持っているところ〈2 0 0 7年1月〉




































































































































































H R A Fデータベースは今日なお更新されつづけている巨
大な人類学的知見の集積体だが、設計思想が古いためニ
ーズにあわず、今やほとんど利用されなくなってきてい






















れてゆく〈 2 0 0 8年１月虫明撮影〉
第2章 所員の研究関心
ポンドックの指導者が州議会議員に立候補した。各地から応援に駆けつ













































1 G I Sを用いた土地利用変化の解析
2 R Sを用いた資源分布状況の把握
3 異分野間のフィールド調査情報の統合化とその利用
アラム アブル ハサン ムハマド バディウル






水汲みに出かける村落住民〈ガーナ国T a m a l e地方G u n g村〉
フィールド調査中の一コマ――村人との交流は現地調査を円滑に進める
ために重要であり、楽しいひと時でもある。〈タイ国東北部の天水田集落
にて、2 0 0 2年２月撮影〉
46
インドネシア・スラウェシ島と東カリマンタン沿岸部
に挟まれたマカッサル海峡地域には、1 , 5 0 0人から



















































2 0 0 8年３月撮影〉









2 0 0 7年度には、京都大学の大型コレクション予算
で、タイ研究の重要な資料であるイギリス公文書館資























Marasri Sivaraks. 1989. Catalog of Thai Cremation
Volumes in the Charas Collection, the Center for
Southeast Asian Studies Library, Kyoto University.











A Filipiniana Bibliography, 1743-1982: A Classified
Listing of Philippine Materials in the Marcelino A.
and Cresencia R. Foronda Collection. 1981. Mani -




Articles of Thai Cremation












ビルマ語  1,850冊 3.20%
クメール語 150冊 0.26%
フィリピン諸語 1,260冊 2.18%
インド諸語  1,350冊 2.34%

































































め、植民地資料の東インド会社のM a i l r a p p o r t e nや
Memorie Van Overgave、マレーシア研究に重要なイ









まで多岐にわたり、所有点数は現時点で約4 0 , 0 0 0点
におよぶ。旧陸地測量部による南アジア、東南アジ
ア、東アジアの地形図、航空図、海図（外邦図）など









隈なくカバーされている。1 9 7 0、8年代はL a n d s a t
M S Sの1 0 0万分の1の白黒ポジフィルム（バンド4、5
および７）を中心に収集していたが、1 9 8 0年代末から
Landsat TMなどに切り換え、近年はデジタルデータ
を収集している。
■ 航空写真 (Williams-Hunt Collection)





心とするカンボジア1 2 4葉、タイ1 , 5 1 7葉、ミャンマ
ー8 3 5葉、マレーシア1 , 0 6 2葉、シンガポール1 7 4葉
を含む約4 , 0 0 0枚を、2 0 0 8年からインターネットに
より公開している。
ホームページで公開し
















h t t p : / / a r i s . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / m a p s e r v e r /
地理情報システム（Area Information System）を




h t t p : / / l i b r a r y . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / c s e a s /
本研究所図書室に所蔵するタイ語文献の目録デー
タベース（約8 , 8 0 0件）
■ 人工衛星画像データベース






h t t p : / / g i s s v . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / k t s d /
タイ最古の成文法典『三印法典』(Kotmai Tra Sam
D u a n g )の全文テキストデータベース（約2 4万件）、タ




h t t p : / / s e a d . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p /
東南アジア大陸部5カ国（カンボジア、ラオス、ミャ
ンマー、タイ、ベトナム）の生業と環境に関する統計
データを集めた統合型データベース（約3 , 8 8 0件、統
計書1 0 0冊など）。所収データのダウンロード希望者




h t t p : / / w w w . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / d a t a b a s e / d a t a b a s e _ j a . h t m l
■ 人類生態研究ファイル（Human Ecology Files）
ハワイEast-West Center が収集・蓄積したH u m a n
E c o l o g yに関するファイルが、2 0 0 0年に本研究所に移
管されたもので、学会の要旨集や紀要、各種報告書、雑
誌の切抜きなどがある。Agro-forestry file、W a t e r s h e d








の研究・教育のために2 0 0 4年に本研究所東棟4階に
設置。2 0 0 8年、稲盛財団記念館１階に移転した。現
在、8台のP CにArcGIS 9.2 English版やG I S関連の




リカ地域研究研究科（A S A F A S）、地域研究統合情報
センタ （ーC I A S）のスタッフ、客員研究員や大学院に
所属する院生などが自由に利用している。
■これまでの利用実績
●A S A F A S・地域生態論および地域情報学論A / B
●J I CA（国際協力機構）および名古屋大学農学部国際
教育協力研究センター主催 G IS（地理情報システム）
による天然資源の産物の管理におけるM a p S e v e r、
G R A S Sなどのオープンソース・ソフトウェアの習得
●一般公開によるJCAS（地域研究コンソーシアム）
A r c G I S入門および中級講習会
●G I S / R S関連の研究会および技術習得・自習など
■利用規程
●利用時間 9 : 0 0 - 1 7 : 0 0（月～金）
●受付窓口 東南アジア研究所研究部連絡室
（京都大学稲盛財団記念館１階）
E-mail: l i a i s o n @ c s e a s . k y o t o - u . a c . j p
T e l :075-753-7310/7362 
■利用者適用範囲
利用は原則的に東南アジア研究所、A S A F A S、
C I A Sの関係者に限るが、この範囲を超える利用につ
いては、上記に照会のこと。
左・J I C A（国際協力機構）
G I Sソフトウェア研修
〈2 0 0 6年9月4日〉
右・J C A S（地域研究コ
ンソーシアム）G I S講習会
〈2 0 0 5年1 2月6日〉
第3章 地域情報インフラの整備と公開
データベース
h t t p : / / w w w . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / d a t a b a s e / d a t a b a s e _ j a . h t m l
h t t p : / / w w w . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / a b o u t / g i s - l a b _ j a . h t m l
3
■『 東南アジア研究ネットワーク』
h t t p : / / c s e a s . n e t /














h t t p : / / a r i s . c s e a s . k y o t o - u . a c . j p / p h o t o l i b /
東南アジア地域フィールド調査の画像資料データ




成功。インドネシア語による授業が行われた〈2 0 0 7年1 1月〉
U S Bメモリを媒介とする新種のウイルスとは


























































バンコク連絡事務所は1 9 6 3年に設置され、現在は
バンコク中心部のスクンビットにある。一方、ジャカ
ルタ連絡事務所は南ジャカルタのクバヨラン・バル地












2 0 0 7年度には、両連絡事務所において京都大学イ
ンドネシア同窓会ならびに京都大学タイ同窓会が発足








































































局を務めている。2 0 0 8年時点で、参加国はインドネ
シア、フィリピン、タイ、マレーシアおよび日本である。
＊詳細情報はA P Iホームページを参照








































































"Entrepreneurship in East Asia, Political, Economic, Cultural and Social: 
Establishing a New Model of East Asian Political Economy" Mizuno Kosuke, Okamoto Masaaki, and Pasuk Phongpaichit 2005-
"The Changing 'Family'" Hayami Yoko, Koizumi Junko, and Chalong Soontravanich 2005-
"The Asian International Economic Order: Past, Present and Future" Sugihara Kaoru and Somboon Siriprachai 2006-
拠点大学交流事業　現在進行中のプロジェクト
研究課題 コーディネイター 開始年
締結年月日 協定校名（部局名） 国名 都市名
CSEAS・ASAFAS部局間交流協定リスト
2006.4 28韓国東南アジア研究所 韓国 ソウル 有
Korea Institute of Southeast Asian Studies Korea Seoul
2007.10.10スルタン・アグン・ティルタヤサ大学 インドネシア セラン 有
Sultan Agung Tirtayasa University Indonesia Serang
2006.46 チュンドゥラワシ大学 インドネシア ジャヤプラ 有
The Universitas Cenderawasih Indonesia Jayapura
2008.2 25カイロ大学 エジプト カイロ 有
Cairo University Egypt Cairo
2007.17ラオス国立大学 ラオス ヴィエンチャン 有
National University of Laos Laos Vientiane
2006.3 14アカデミア・シニカ（台湾中法研究院）人文社会科学研究センター 台湾 台北 ＿
アジア太平洋地域研究センター Taiwan Taipei
Center for Asia-Pacific Area Studies, Research Center for Humanities
and Social Sciences, Academia Sinica, Taiwan
2005.11.13ベトナム社会科学アカデミー北東アジア研究所 ベトナム ハノイ ＿
Institute for Northeast Asian Studies, Vietnam Hanoi
Vietnamese Academy of Social Science
2004.9 15コンケン大学医学部 タイ コンケン ＿
Faculty of Medicine, Khon Kaen University Thailand Khon Kaen
http://www.md.kku.ac.th/index.php
2004.8 9 国立イスラーム大学 インドネシア タンゲラン 有
National Islamic University Indonesia Tangerang
http://www.uinjkt.ac.id/
2002.10.26シンガポール国立大学人文社会科学学部 シンガポール シンガポール 有
Faculty of Arts and Social Sciences, National University of Singapore Singapore Singapore
http://www.fas.nus.edu.sg/
2002.10.23ハノイ農業大学（CSEASが単独に締結） ベトナム ハノイ ＿
Hanoi Agricultural University Vietnam Hanoi
http://www.hau1.edu.vn/homepage.asp
2002.9 17バングラデシュ国際下痢症研究センター バングラデシュ ダッカ ＿
International Centre for Diarrheal Diseases Research, Bangladesh Bangladesh Dhaka
http://202.136.7.26/index.jsp
2002.3 25東南アジア教育省組織歴史伝統地域センター ミャンマー ヤンゴン ＿
The Seameo Regional Centre for History and Tradition Myanmar Yangon
http://www.seameochat.org/
2002.3 11イェジン農科大学 ミャンマー イェジン 有
Yezin Agricultural University Myanmar Yezin
2002.7 プリンス・オブ・ソンクラ大学理学部 タイ ソンクラ ＿
Faculty of Science, Prince of Songkla University Thailand Songkhla
http://www.sc.psu.ac.th/
2002.1 4 インドネシア科学院 インドネシア ジャカルタ ＿
The Indonesian Institute of Sciences(LIPI) Indonesia Jakarta
http://www.lipi.go.id/
2001.9 5 ハサヌディン大学大学院プログラムおよび研究機構 インドネシア マカッサル 有
Research Institute and Graduate Programs, Hasanuddin University Indonesia Makassar
http://www.unhas.ac.id/
2001.7 23ボゴール農科大学 インドネシア ボゴール 有
Bogor Agricultural University Indonesia Bogor
http://bima.ipb.ac.id/
2001.7 23インドネシア国立地理調査機構 インドネシア ボゴール 有
National Coordination Agencyfor Surveys and Mapping Indonesia Bogor
http://www.bakosurtanal.go.id/
2000.11.28フィリピン大学総合開発研究センター フィリピン ケソン ＿









発に行ってきた。1 9 9 0年代後半に新たに〈地域研究
叢書〉（和英）、また2 0 0 2年には多言語オンラインジ
ャーナルKyoto Review of Southeast Asiaを立ち上げ、
本研究所の出版活動は、斯界のみならず一般にもその
存在を広く知られるようになってきている。
さらに2 0 0 7年には京都大学地域研究４部局が共同








叢書名 創刊年 言語 出版社 既刊冊数
地域研究叢書 1996和文 京都大学学術出版会 17
東南アジア研究叢書 1966和文 創文社 24
Kyoto Area Studies on Asia1999英文 Kyoto University PressとTrans Pacific Pressの共同出版17
Monographs of the Center for
Southeast Asian Studies 1966英文 University of Hawai‘ i　Press 21



























Investigation of Suicide in the
Southern Philippines
Charles J-H Macdonald. 2006.
著者はフランスの人類学者。3 0年
以上にわたるフィリピン南部パラワ
●Monographs of the Center for Southeast Asian Studies










重要な貢献をなす。2 0 0 8年度人文
地理学会学会賞受賞。




●Kyoto Area Studies on Asia
マレーシア先住少数民族オラン・










































East Asian Economies 
and New Regionalism









The Rise of Middle Classes 
in Southeast Asia









２年間の特集のテーマは “Redefining   O t h e r n e s s'f r o m




おり、京大内外からのアクセス数も多い。また、2 0 0 5
年に、創刊号から4 2巻４号（2 0 0 5年）までの論文他を
P D Fとして収録したD VD（非売品）を刊行した。
Kyoto Review of Southeast Asia  http://www.kyotoreviewsea.org/Issue_10/TOC.htm l 3




















Kyoto Working Papers on Area Studies4




表する場である。2 0 0 7年７月、上記４部局が参加す




1 Power and Politics Donna J. Amoroso
2 Disaster and Rehabilitation Yamada Isamu; Donna J. Amoroso
3 Nations and Other Stories Donna J. Amoroso
4 Regional Economic Integration Caverlee Cary; Leedom Lefferts; Donna J. Amoroso
5 Islam in Southeast Asia Donna J. Amoroso
Kyoto Review of Southeast Asia: Selected Essays 
* with Summaries in Bahasa Indonesia,Filipino, Japanese, Donna J. Amoroso
and Thai (Bangkok)
6 Elections and Statesman Donna J. Amoroso
7 States, People, and Borders in Southeast Asia Alexander Horstmann; Donna J. Amoroso
8 / 9 Culture Donna J. Amoroso
10 China Donna J. Amoroso


























の発展を目指す地域研究拠点」（2 0 0 7- 1 1年度）が生み






して医学研究科の教育と研究に貢献している。2 0 0 8
年９月現在、両分野で合計1 8名が修士あるいは博士

























2 0 0 7年９月から、若手研究者インターナショナ
ル・トレーニング・プログラム（I T P）「地域研究のた
めのフィールド活用型現地語教育」がはじまった。大
学院アジア・アフリカ地域研究研究科（A S A F A S）と
東南アジア研究所とが担当機関となる日本学術振興
会の事業であり、５年間続く。





ている。2 0 0 7年度は7人、2 0 0 8年度前期は6人の学
生を派遣し、全員が期待以上に語学力を高めて帰っ
てきた。2 0 0 8年度後期にはさらに1 0人を派遣するこ
とが決まっており、プログラムは順調に進んでいる。
詳細は上記ホームページを参照。
フィールド活用型現地語教育ITP   h t t p : / / w w w . a s a f a s . k y o t o - u . a c . j p / i t p / i n d e x . h t m l3
本研究所では1 9 7 6年以来毎年、主に東南アジアに
知的関心をもつ学部生や大学院生、社会人を対象と
して受講者を募り、夏休み中に東南アジアセミナーを












































氏名 日時 場所 講演の演題／講義の内容／活動内容／見出し 等
安藤和雄 2008年6月10日 愛知県立瑞陵高等学校 コスモサイエンスコース特別授業「フィールド・ワークによる
地域研究への招待――講義「在地の学び方」の紹介」
安藤和雄 2008年6月10日 愛知県立瑞陵高等学校 平成20年度瑞陵進路セミナー（第1期）
第３回「バングラデシュの村人に学ぶ――実践から研究へ、研究から実践へ」
米澤　剛 2008年5月27日 大阪市立大学 招待講演「GISを用いたベトナム・ハノイの都市形成変容」
梅田キャンパス
生方史数 2008年5月11日 日本福祉大学大学院 「地域社会と開発パート1――タイの共有林管理を事例に」
国際社会開発研究科
松林公蔵 2007年12月15日京大会館 第43回OSK 特別講演「神経学・老年学からフィールド医学へ」
安藤和雄 2007年10月23日名古屋市生涯学習センター 「インド東北部アルナチャールプラデシュの紹介
――Monpa族とApatani族の農具の調査から」
安藤和雄 2007年9月29日 東南アジア研究所 京都大学ジュニアキャンパス2007「実践型地域研究
――バングラデシュの農村に暮らす人々に学ぶ」
生方史数 2007年9月26日 ひろしま国際センター 「タイ農村の社会変化と人々の暮らし」
安藤和雄 2007年6月5日 京都学園大学バイオ環境学部 「亀岡モデル創造セミナー」第１回研究会「亀岡の農業今昔物語」
バイオ環境デザイン学科
松林公蔵 2007年4月20日 高知市文化プラザ 第9回高齢者医療フォーラム特別講演
かるぽーと 「高齢者医療とフィールド医学――本邦とアジアの比較から」
松林公蔵 2007年4月19日 名古屋国際会議場 第43回日本神経学会サテライトシンポジウム
“Neurodegenerative in West New Guinea”
松林公蔵 2007年4月1日 平安会館 経絡治療学会第22回学術大会特別講演
「統合医療をめざして――フィールド医学の立場から」
河野泰之 2007年6月20日 北京大学歴史学系 北京大学歴史学系連続講義“Agricultural Development 
under Rapid Economic Growth: A Village in Northeast Thailand”
河野泰之 2007年6月19日 北京大学歴史学系 北京大学歴史学系連続講義“Mountain Livelihood and Global
Environment: Northern Lao Cases”
安藤和雄 2008年4月1日 滋賀県甲良町 JICA農村開発プロジェクトによるバングラデシュからの
視察研修の統括
安藤和雄 2008年4月14日 山口県周防大島町 JICA農村開発プロジェクトによるバングラデシュからの
視察研修の統括
小板橋努 2008年3月10日 NHKニュース7 中国産の冷凍餃子へのメタミドホス汚染を受け、
中国の食品安全の状態についてインタビューに回答
小板橋努 2008年2月1日 毎日放送テレビ 中国産の冷凍餃子が原因で食中毒が発生し、有機リン系殺虫剤の
「NEWS23」 メタミドホスが原因物質と疑われた。中国の食品安全の状況
についてインタビューに回答





杉原　薫 2007年11月3日 日本経済新聞 （書評）「 澤歩『ドイツ工業化と鉄道業』」
小林　知 2007年8月24日 京都新聞 「『過去』と向き合う（コンポントム州）」
（地域から読む現代グローバル化の中で13)
石川　登 2007年7月13日 京都新聞 「『自然の境界』（サラワク州）」
（地域から読む現代グローバル化の中で８）
岡本正明 2007年6月8日 京都新聞 「企業家知事の誕生（ゴロンタロ州）」
（地域から読む現代グローバル化の中で4）
























People on the Move: Rural-Urban Interactions in Sarawak
(Kyoto Area Studies on Asia, Vol.13; Kyoto University Press and Trans Pacific Press)
石川 登 第3回樫山純三賞 2008年11月
『境界の社会史――国家が所有を宣言するとき』（地域研究叢書17; 京都大学学術出版会）
米澤 剛 日本情報地質学会論文賞 2008年６月
「断層を含む地質構造の表現方法」（2005）





Kadosh Nissim 第6回井植記念・アジア太平洋研究賞 2007年10月
Otomazgin "Regionalizing Culture: The Political Economy of Japanese Culture in East and Southeast Asia, 1988-2005"
（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科学位申請論文）
遠藤 環 第6回井植記念・アジア太平洋研究賞佳作 2007年10月
「グローバル化時代のバンコクにおける構造変化とインフォーマル経済」
（京都大学大学院経済学研究科学位申請論文）
藤田幸一 第１回 樫山純三賞 2007年2月
『バングラデシュ 農村開発のなかの階層変動――貧困削減のための基礎研究』
（地域研究叢書 16 ; 京都大学学術出版会）
Patricio N. Abinales; Choice Outstanding Academic Title for 2006 2007年1月




藤田幸一 第９回「国際開発研究 大来賞」 2005年12月
『バングラデシュ 農村開発のなかの階層変動――貧困削減のための基礎研究』
（地域研究叢書 16 ; 京都大学学術出版会）
Caroline S. HauThe Philippines' 2004 National Book Award for Literary Criticism 2005年9月
On the Subject of the Nations: Filipino Writings from the Margins, 1981-2004
(Ateneo de Manila University Press)
古川久雄、西渕光昭 第11回アジア太平洋出版連合（APPA）出版賞・学術部門「金賞」 2005年3月
河野泰之、海田能宏 Ecological Destruction, Health, and Development: Advancing Asian Paradigms
（Kyoto Area Studies on Asia, Vol.8; Kyoto University Press and Trans Pacific Press)




を受賞〈2 0 0 7年1 2月〉
米澤剛特任研究員が 2 0 0 8年度
日本情報地質学会論文賞を受賞
〈2 0 0 8年6月〉
第３回樫山純三賞授賞式にて亀岡エリ子樫山奨学財団理事
















































東南アジア研究所の2 0 0 7年度予算及び決算を表１
及び表２に示した。東南アジア研究所の主な財源は、
表１に示されるように、運営交付金である運営費、外
部競争資金である科学研究費補助金であるが、2 0 0 7
年度からは、新たにグローバルC O Eプログラム「生
存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」の採択
によって約1 3 9 , 4 95（千）円が増加した。これに人件
費等を加えた、総額約 7 4 9 , 8 7 5千円が研究所全体の
財源となった。また、別途、2 0 0 7年度に外部から受
け入れた寄付金は、5 , 4 8 8千円であった。












の繰り越しでは、2 0 0 8年度に竣工する稲盛財団記念
館への移転経費及び東棟の模様替え経費などが含まれ
ている。





















































































































































































George Bryan Souza  
Thung Ju Lan  
Li Tana


































































































子供たちの姿でいつもいっぱい〈2 0 0 1年2月細田尚美撮影〉
北部ルソン・イフガオ州・ハパオ村で、満員のジープニーに乗っ
て家に帰る人々。ジープニーは、今もフィリピン全土で庶民の足













































































606-8501　京都市左京区吉田下阿達町46   
Telephone 075-753-7302   
Facsimile 075-753-7350   
http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp
